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10人程度（市長部局または教育委員会などの部課お
よびそれらの出先機関で行政事務に従事） 
 

　7　人程度（市立保育園または附属幼稚園などに勤務） 
 

　1　人程度（市長部局または出先機関で専門技術的業
務に従事） 
 

　1　人程度（陶磁器試験場・セラテクノ土岐で専門技
術的業務に従事） 
 

　3　人程度（市内消防署などで消防士として勤務） 

受験資格  
 
大学卒業程度（大学院など含む）で、昭和55年　4　月

　2　日以降に生まれた日本国籍を有する方 
 
昭和57年　4　月　2　日以降に生まれた方で、保育士およ
び幼稚園教諭両方の資格所有（見込み）者 
 
昭和57年　4　月　2　日以降に生まれた方で、資格所有
（見込み）者（管理栄養士の免許を取得している方は
採点上考慮します） 
 
大学卒業程度（大学院など含む）のデザインまたは

これに相当する学科を専攻した方で、昭和55年　4　月　2　
日以降に生まれた方 
 
大学卒業程度（大学院など含む）で、昭和57年　4　月

　2　日以降に生まれた男子または昭和57年　4　月　2　日以降
に生まれた男子で、救急救命士の資格所有（見込み）者 
※いずれの職も、地方公務員法第16条の各号（成年被
後見人など）のいずれかに該当する方は受験できません。 

  
 
　第　1　次試験　＝　7　月26日（日）午前　9　時から教養試
験・適性検査をセラトピア土岐で実施 
　第　2　次試験　＝　8　月下旬（予定）に面接試験・作文試
験・体力試験を文化プラザで実施 
 
　第　1　次試験　＝　7　月26日（日）午前11時から作文試
験・専門試験・適性検査をセラトピア土岐で実施 
　第　2　次試験　＝　8　月下旬（予定）に面接試験・体力試
験・実技試験（ピアノ）を文化プラザで実施 
 
　第　1　次試験　＝　7　月26日（日）午前　9　時から教養試
験・適性検査をセラトピア土岐で実施 
　第　2　次試験　＝　8　月下旬（予定）に面接試験・作文試
験・体力試験を文化プラザで実施 
 
　第　1　次試験　＝　7　月26日（日）午前　9　時から教養試
験・適性検査をセラトピア土岐で実施 
　第　2　次試験　＝　8　月下旬（予定）に面接試験・作文試
験・体力試験を文化プラザで実施 
 
　第　1　次試験　＝　7　月26日（日）午前　9　時から教養試
験・適性検査・体力試験をセラトピア土岐で実施 
　第　2　次試験　＝　8　月下旬（予定）に面接試験・作文試
験を文化プラザで実施 
※いずれの職も、第　1　次試験の合格発表は　8　月中旬
（予定）に受験者全員に通知します。なお、第　2　次試
験終了後、最終合格者を決定の上、10月初旬（予定）
に通知し、来年　2　月上旬（予定）の健康診断で異常が
なければ　4　月　1　日（予定）で採用を決定します。 

  
　大学卒業者　172,200円 
　短大卒業者　152,800円 
※原則として毎年　1　回定期に昇給します。また、受験
資格より上位の学歴や民間などの職歴がある場合は、
一定基準により加算されます（この数字は現行の額で
あり、国などの改正に準じ改正されます）。 

  
受験申込書（秘書広報課職員係で交付）に必要事項
を記入の上、　6　月　1　日から　6　月30日（土・日曜日を除
く）までに同係へ提出してください。 
詳しくは、秘書広報課職員係（内線207）へどうぞ。 



 
 
　合わせて30人程度（市立総合病院または老人保健施
設に勤務） 
 

　昭和39年　4　月　2　日以降に生まれた方で、資格所有
（見込み）者 
※地方公務員法第16条の各号（成年被後見人など）の
いずれかに該当する方は受験できません。 
 

　7　月17日（金）午前　8　時50分から、市立総合病院で

作文試験および面接試験を実施します。合格者を決定
の上、　8　月上旬（予定）に通知し、来年　2　月上旬（予
定）の健康診断で異常がなければ　4　月　1　日（予定）で
採用を決定します。 
 

　看護師（大学卒）209,800円 
　看護師（短大　3　卒）203,900円 
　准看護師（准看護師養成所卒者）159,000円 
※原則として毎年　1　回定期に昇給します（この数字は
現行の額であり、国などの改正に準じ改正されます）。 
 
受験申込書（市立総合病院総務課で交付）に必要事
項を記入の上、　6　月　1　日から　7　月　3　日（土・日曜日を
除く）までに同課へ提出してください。※資格所有者
の方については、随時、採用試験を行っています。 
詳しくは、市立総合病院総務課（　○55　2111・内線
2860）へどうぞ。 
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②
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